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インタビュー

最新框縫機と両用機の導入による納期短縮とブランド力強化

　最新の框縫機と両用機の導入により、畳製造の作業効率の大幅な向上を実現し、主力事業で
ある畳表替え６畳間の製作時間が３時間半から２時間弱まで短縮することができた。またこ
れまでニーズは増加していたが自社での対応が難しかった厚さ１５㎜の薄畳の製作も可能にな
り、よりお客様ニーズに応えられるようになった。

　「うちの畳は 98％以上が国産い草を使っていま
す。熊本県のい草生産農家と契約していて、安心、
安全で良質ない草を届けてもらっています」と自
信にあふれた表情で話すのは小澤一幸さん。小澤
畳工業所の 2 代目だ。
　畳表の原料であるい草がどこで作られているの
か、これまで考える機会がなかったが、小澤さん
から話を聞いて驚いた。世の中に出回っている畳
のうち、約 80％は中国産が使われていて、残り
20％が国産だが、そのうち天然い草を使っている
ものは 15％だけで、5％は和紙やビニールなどを
加工したものを使っているという。
　さらにい草農家は年々減少していて、18 年ほ
ど前までは全国で 2180 軒、熊本には 1800 軒ほど
あったが、現在は約 350 軒まで減っていて、後継
者不足などにより今年だけでもさらに 40 軒の減少
が見込まれているという。
　同社ではそんな貴重な国産い草にこだわり続け
ている。しかも契約農家が残留農薬検査を行って
いて、その証明書を付けている。「お客様に安心し
て使ってもらい、喜んでもらえることが何よりで

す。良質ない草を使った畳表は、本当に長持ちす
るんですよ」と小澤さんは胸を張る。
　毎年、刈り取り時期には熊本まで出向いて作業
を手伝い、農家とのコミュニケーションも大事に
している。それも、より良い畳をお客様に届けた
いという思いからだ。
　同店では原料だけでなく、畳を作る作業におい
ても安全にこだわる。ヘリのない畳を作る時、い
草を折って縫う作業があるが、多くの畳店では薬
品を使ってい草を柔らかくしてから折る。しかし
同社は水でい草を濡らすだけで、薬品は一切使っ
ていない。「畳は赤ちゃんが寝転んで舐めることも
ありますからね、やっぱり安心して使ってもらい
たいんですよ」。
　そんなお客様に寄り添った仕事をしている同社
には、長くお付き合いしているお客様が多い。「畳
屋はお客様の家の中に入ってする仕事なので、信
用も大事です。お客様の立場に立った丁寧な仕事
が、信頼につながっています」と小澤さんは笑顔
を見せる。

　近年は和室のな
い家も増え、畳そ
のもの需要は減少
傾向にあるが、「だ
からこそ良いもの
を提供したいんで
す。畳を使ってい
いなと感じてもら
えれば、畳の和室
は残っていきます
から。お客様の満足度を上げることが、畳が存続
していくことにつながっていくと思うんです」と
小澤さんは力説する。
　今回の新設備導入も、顧客満足度をアップする
ための取り組みだ。生産能力を向上させて作業時
間の短縮化を図ることで、複数の部屋でも朝に畳
を預かり、その日の夕方にお届けすることも可能
になった。また畳の状態によっては藁を足して縫
うなどの手作業での補修を必要とすることもある
が、そこにより多く時間を割くことが可能になっ
た。
　また同社では手頃なものから上質なものまで常
に 15 種類の畳を揃え、お客様のニーズに対応でき
るようにしている。薄畳もこれまではバリエーショ
ンが少なかったが、契約しているい草農家と相談
して、数年前から薄畳でも上質なタイプを開発し

人気を得ている。
　さらに子ども
がいる家庭や飲
食店などからの

「畳は飲み物や食
べ物をこぼした
りして汚れるの
が心配」という
声に応えて、契
約農家が開発し
た撥水加工が施された高機能畳も展開。最近は室
内でペットを飼う家も増えていて、需要が高まっ
ている。
　「効率化も大事ですが、何百年も前から続いてい
る畳という文化を大切にしていきたいですね。そ
のためにもこれからもお客様の立場に立った商売、
お客様に満足していただける仕事をしていきたい
と思います」。
　穏やかに語る
小 澤 さ ん だ が、
その言葉には畳
づくりへの熱い
想い、お客様へ
のあたたかい気
持ちがあふれて
いた。

安心、安全で良質な畳を届けたいから原料から製法までこだわる

良い畳を作ることが、畳のある和室の存続につながっていく

小澤  一幸

　住環境の変化などにより近年、新築住宅の
畳の需要は減っているが、それ以上に畳店が
減少している。小澤畳工業所がある甲府周辺
には現在、畳店が３０軒ほどあるが、そのう
ち２０軒ほどは店主が６０歳以上となり、後
継者不足などから１０年後に廃業してしまう
可能性が高く、残る畳店は１０軒ほどになる。
　県外の格安業者の参入もあるが、畳の表替
え裏返し工事はお客様の家の中まで入るた
め、信頼性によるところも大きく、地元で
５０年にわたり畳店を営んでいる同社への注
文は増えている。
　畳は部屋ごとに採寸して製作する受注生産
のため、注文が集中する時には施工、納品ま
でに最長 1 カ月半程度お客様を待たせてしま
うこともあり、生産性の向上による納期短縮
が課題だった。
　また近年の新築住宅はバリアフリー設計と
なっているため、通常の畳の厚さ６０ｍｍよ
りも極端に薄い１５ｍｍのバリアフリー対応
の薄畳が増加傾向にある。またフローリング
に置くタイプの畳の問い合わせも増えている
が、同社が所有している設備では薄畳を縫う
ことができない。そこで最新の框縫機と両用

機を導入することにした。
　同社が所有する既存設備には框裁断機付框
縫い機、ヘリを縫い付ける平刺し専用機、畳
ヘリを畳床に縫い付ける返し縫い専用機があ
るが、それぞれの部分しか縫うことができな
い専用機のため、各設備に常に人が付いて作
業しなくてはならず、作業内容にもよるが１
畳あたり４０～１００分を要していた。
　新たに導入した框裁断機付框縫い機は、畳
床を機械に装着されている寸法定規に合わせ
てボタンを押すだけで、框を自動切断して縫
うことができる。また平刺しと返し縫いが一
度にできる両用機は、畳を定規に合わせて固
定すると、平刺し縫い作業と返し縫い作業を
一連の流れで自動で行うことができる。
　これにより、今まで１畳当りの製作に４０
～１００分かかっていたが、２４～５０分ま
で短縮することができた。６畳間の作業時間
も平均１時間半の短縮が可能になり、お客様
を待たせる時間を減らすことができた。
　さらにこれまで対応が難しかった厚さ１５
ｍｍの薄畳の製作も可能となり、よりお客様
のニーズに対応した事業展開が可能になっ
た。
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【対象類型】付加価値の向上：ブランド力の強化 / 効率の向上：サービス提供プロセスの改善　【事業類型】一般型
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